
第５４号議案 

中間市営自動車駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

この条例を別紙のとおり制定することについて、地方自治法第９６条第１項第１号の規定

により、議会の議決を求める。 

平成２９年１１月２８日提出 

中間市長  福田 浩   





   中間市営自動車駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

中間市営自動車駐車場の設置及び管理に関する条例（昭和57年中間市条例第８号）の一部

を次のように改正する。 

第１条の見出し中「設置の」を削り、同条中「自動車駐車場」を「、自動車駐車場」に改

める。 

第２条の見出しを「（設置並びに名称及び位置）」に改め、同条中「次」を「、次の表」

に改め、同条の表中 

「 

中間市営昭和町駐車場 中間市長津一丁目7065番地９ 
を

中間市営中鶴駐車場 中間市浄花町7674番地 

」 

「 

中間市営昭和町駐車場 中間市長津一丁目7065番地９ に

」 

改め、同条を同条第２項とし、同条に第１項として次の１項を加える。 

中間市に駐車場を設置する。 

第３条中「駐車場」を「、駐車場」に改める。 

第４条中「一般公共」を「、一般公共」に改める。 

第５条第１項中「道路運送車両法（」を「、道路運送車両法（」に改め、同項第１号中「、

二輪自動車を除く」を「及び二輪自動車を除く。」に改め、同項第２号中「除く」を「除

く。」に改め、同条第２項中「については、」の次に「駐車場の」を加える。 

第６条第１項中「前条」を「前条第１項」に、「する者（以下「使用者」という。）」を

「するもの」に改める。 

第７条及び第８条を次のように改める。 

（契約の締結） 

第７条 駐車場の使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、市と駐車場の使用に

係る賃貸借契約（以下「契約」という。）を締結するものとする。 

（使用料） 

第８条 使用者は、前条の規定により契約を締結したときは、別表に定める使用料に100分

の108を乗じて得た額を市に納付するものとする。この場合において、10円未満の端数が

生じたときは、当該額を四捨五入するものとする。 

２ 使用料は、６月分を前納するものとする。引き続き駐車場を使用しようとする場合もま

た同様とする。 

３ 市長は、特に必要があると認めた場合は、使用料の全部又は一部を減免することができ

る。 

第９条の見出し中「取消し」の次に「及び契約の解除」を加え、同条第１項中「市長

は、」の次に「公用又は管理上必要が生じた場合のほか、使用者が」を加え、「一」を「い

ずれか」に、「取消し」を「取り消し」に改め、同項第１号中「とき」を「とき。」に改め、



同項第２号中「、又は」を「又は」に、「とき」を「とき。」に改め、同項第３号中「許可

条例」を「第６条第２項の規定による許可の条件」に、「とき」を「とき。」に改め、同項

第４号中「、不正」を「不正」に、「使用の許可」を「使用許可」に、「とき」を「と

き。」に改め、同項第５号を削り、同条第２項中「一切の責は」を「、一切の責めを」に改

め、同条に次の１項を加える。 

３ 使用許可の取消し又は契約の解除の場合における既納の使用料については、当該取消し

又は解除をした月の翌月分以降の使用料を返還するものとし、日割計算による返還はしな

いものとする。 

第10条第１項中「若しくは、」を「又は」に改め、同条第２項中「これ」を「、これ」に

改め、同条第３項中「及び、盗難・」を「、盗難、」に、「市は」を「、市は、」に改める。 

第11条中「規則」を「、規則」に改める。 

別表第１中「（第７条関係）」を「（第８条関係）」に改め、同表小型自動車駐車場の項

右欄中「、二輪自動車を除く」を「及び二輪自動車を除く。」に改め、同表軽自動車駐車場

の項右欄中「二輪自動車を除く」を「二輪自動車を除く。」に改め、同表を別表とする。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成30年１月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現にこの条例による改正前の中間市営自動車駐車場の設置及び管理

に関する条例の規定に基づく自動車駐車場の使用許可等（中間市営中鶴駐車場に係る部分

を除く。）については、なお従前の例による。 



中間市営自動車駐車場の設置及び管理に関する条例新旧対照表 

改正後 改正前 

（目的） （設置の目的） 

第１条 この条例は、別に定めがあるものを除くほか、自動車駐車場

（以下「駐車場」という。）の設置及び管理に関して必要な事項を

定めることを目的とする。 

第１条 この条例は、別に定めがあるものを除くほか自動車駐車場

（以下「駐車場」という。）の設置及び管理に関して必要な事項を

定めることを目的とする。 

（設置並びに名称及び位置） （名称及び位置）

第２条 中間市に駐車場を設置する。

２ 駐車場の名称及び位置は、次の表のとおりとする。 第２条 駐車場の名称及び位置は次のとおりとする。 

名称 位置 

中間市営大根土駐車場 中間市中央四丁目4425番地245外 

中間市営昭和町駐車場 中間市長津一丁目7065番地９ 

名称 位置 

中間市営大根土駐車場 中間市中央四丁目4425番地245外 

中間市営昭和町駐車場 中間市長津一丁目7065番地９ 

中間市営中鶴駐車場 中間市浄花町7674番地 

（管理委託） （管理委託） 

第３条 市長は、駐車場の設置の目的を効果的に達成するため必要が

あるときは、その管理を他に委託することができる。 

第３条 市長は駐車場の設置の目的を効果的に達成するため必要があ

るときは、その管理を他に委託することができる。 

（供用の範囲） （供用の範囲） 



第４条 駐車場は、一般公共の用には供さない。 第４条 駐車場は一般公共の用には供さない。 

（使用自動車の範囲） （使用自動車の範囲） 

第５条 駐車場を使用することができる自動車の範囲は、道路運送車

両法（昭和26年法律第185号）第３条及び道路運送車両法施行規則

（昭和26年運輸省令第74号）第２条に規定する自動車のうち次に掲

げるものとする。 

第５条 駐車場を使用することができる自動車の範囲は道路運送車両

法（昭和26年法律第185号）第３条及び道路運送車両法施行規則

（昭和26年運輸省令第74号）第２条に規定する自動車のうち次に掲

げるものとする。 

(１) 小型自動車（長さ4.7メートル、幅1.7メートルを超える貨物

自動車、特殊自動車及び二輪自動車を除く。） 

(１) 小型自動車（長さ4.7メートル、幅1.7メートルを超える貨物

自動車、特殊自動車、二輪自動車を除く） 

(２) 軽自動車（二輪自動車を除く。） (２) 軽自動車（二輪自動車を除く） 

２ 前項に規定する自動車であっても、危険物を積載している自動車

又は市長が駐車場の管理上不適当と認めた自動車については、駐車

場の使用を許可しない。 

２ 前項に規定する自動車であっても、危険物を積載している自動車

又は市長が駐車場の管理上不適当と認めた自動車については、使用

を許可しない。 

（使用許可） （使用許可） 

第６条 前条第１項に規定する自動車の所有者で駐車場を使用しよう

とするものは、あらかじめ市長の許可を受けるとともに、許可証を

受領し、使用自動車に保管しなければならない。 

第６条 前条に規定する自動車の所有者で駐車場を使用しようとする

者（以下「使用者」という。）は、あらかじめ市長の許可を受ける

とともに、許可証を受領し、使用自動車に保管しなければならな

い。 

２ （略） ２ （略） 



（契約の締結） （使用料）

第７条 駐車場の使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）

は、市と駐車場の使用に係る賃貸借契約（以下「契約」という。）

を締結するものとする。

第７条 駐車場の使用許可を受けた者は、別に定める中間市営自動車

駐車場賃貸借契約（以下「契約」という。）を取り交し、別表第１

に定める使用料の６月分を前納するものとする。引き続き使用しよ

うとする場合もまた同様とする。ただし、市長が特に必要があると

認めた場合は、使用料の全部、若しくは一部を減免することができ

る。

２ 前項に定める使用料は、当該使用料に100分の108を乗じて得た額

とする。ただし、この場合10円未満の額は四捨五入するものとす

る。

（使用料） （使用料の返還）

第８条 使用者は、前条の規定により契約を締結したときは、別表に

定める使用料に100分の108を乗じて得た額を市に納付するものとす

る。この場合において、10円未満の端数が生じたときは、当該額を

四捨五入するものとする。

第８条 使用許可の取り消し、又は契約解除の場合における既納の使

用料については、取り消し、又は解除をした月の翌月分以降の使用

料を返還するものとし、日割計算による返還はしないものとする。

２ 使用料は、６月分を前納するものとする。引き続き駐車場を使用

しようとする場合もまた同様とする。

３ 市長は、特に必要があると認めた場合は、使用料の全部又は一部

を減免することができる。

（使用許可の取消し及び契約の解除） （使用許可の取消し） 



第９条 市長は、公用又は管理上必要が生じた場合のほか、使用者が

次の各号のいずれかに該当するときは、使用許可を取り消し、契約

を解除することができる。 

第９条 市長は、次の各号の一に該当するときは、使用許可を取消

し、契約を解除することができる。 

(１) この条例に違反したとき。 (１) この条例に違反したとき

(２) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認められると

き。

(２) 公の秩序、又は善良な風俗を乱すおそれがあると認められる

とき

(３) 第６条第２項の規定による許可の条件に違反したとき。 (３) 許可条例に違反したとき

(４) 虚偽の申請又は不正の手段により使用許可を受けたとき。 (４) 虚偽の申請又は、不正の手段により使用の許可を受けたとき

 (５) 公用又は管理上必要が生じたとき

２ 前項の措置によって使用者が損害を受けても、市は、一切の責め

を負わない。 

２ 前項の措置によって使用者が損害を受けても、市は一切の責は負

わない。 

３ 使用許可の取消し又は契約の解除の場合における既納の使用料に

ついては、当該取消し又は解除をした月の翌月分以降の使用料を返

還するものとし、日割計算による返還はしないものとする。

（損害賠償等） （損害賠償等） 

第10条 使用者は、駐車場の施設又は備品等を破損したときは、市長

が認定する損害額を賠償しなければならない。 

第10条 使用者は、駐車場の施設若しくは、備品等を破損したとき

は、市長が認定する損害額を賠償しなければならない。 

２ 駐車場内において、人身事故又は車両事故が生じたときは、使用

者は、これに係る一切の責任を負うものとする。 

２ 駐車場内において、人身事故又は車両事故が生じたときは、使用

者はこれに係る一切の責任を負うものとする。 



３ 駐車場内における自動車の破損、盗難、事故等については、市

は、一切の責めを負わない。 

３ 駐車場内における自動車の破損及び、盗難・事故等については市

は一切の責めを負わない。 

（委任） （委任） 

第11条 この条例で定めるもののほか、駐車場の管理に関し必要な事

項は、規則で定める。 

第11条 この条例で定めるもののほか、駐車場の管理に関し必要な事

項は規則で定める。 

別表（第８条関係） 別表第１（第７条関係）

中間市営自動車駐車場使用料 中間市営自動車駐車場使用料 

種別 
使用料（月

額） 
摘要 

小型自動車駐

車場 

3,000円 長さ4.7メートル、幅1.7メートルを

超える貨物自動車、特殊自動車及び

二輪自動車を除く。

軽自動車駐車

場 

2,500円 二輪自動車を除く。

種別 
使用料（月

額） 
摘要 

小型自動車駐

車場 

3,000円 長さ4.7メートル、幅1.7メートルを

超える貨物自動車、特殊自動車、二

輪自動車を除く

軽自動車駐車

場 

2,500円 二輪自動車を除く


